
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電話網における情報通知系サービスを利用するデータ通信装置において、
　情報受信端末起動信号を検出する手段と、
　呼出信号を検出する手段と、
　通信内容を指定するＶ .２３変調信号を受信する手段と、
　情報受信端末起動信号を検出した時、直流ループを形成し、回線に対して１次応答し、
通信内容を指定するＶ .２３変調信号を受信し、直流ループを断とし、受信完了信号を送
出した後、前記Ｖ .２３変調信号による指定に応じて、続く呼出信号を電話機端子へ供給
するか、データ通信装置が該呼出信号に自動応答するか、あるいは該呼出信号に応答しな
い、のいずれかの通信処理を実行する制御手段を有
　

　
ことを特徴とするデータ通信装置。

【請求項２】
　前記ポーリング通信がセレクティブポーリング情報を用いて行なうセレクティブポーリ
ング通信であることを特徴とする請求項 に記載のデータ通信装置。
【請求項３】
　前記Ｖ .２３変調信号により、データ通信装置による所定のデータ通信が指定された場
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し、
前記Ｖ .２３変調信号により、電話機端子に接続された電話機による通話、あるいはデ

ータ通信装置による所定のデータ通信が指定されるとともに、
前記指定される所定のデータ通信が親展通信あるいはダイレクト記録、あるいはポーリ

ング通信のいずれかのファクシミリ通信である

１



合、指定されたデータ通信を実行できない場合は１次応答の後送信される呼出信号に応答
せずに終了し、それ以外の場合はデータ通信装置が呼出信号に自動応答し、データ通信を
実行することを特徴とする請求項１に記載のデータ通信装置。
【請求項４】
　電話網における情報通知系サービスを利用するデータ通信方法において、
　情報受信端末起動信号を検出するステップと、
　呼出信号を検出するステップと、
　通信内容を指定するＶ .２３変調信号を受信するステップと、
　情報受信端末起動信号を検出した時、直流ループを形成し、回線に対して１次応答し、
通信内容を指定するＶ .２３変調信号を受信し、直流ループを断とし、受信完了信号を送
出した後、前記Ｖ .２３変調信号による指定に応じて、続く呼出信号を電話機端子へ供給
するか、データ通信装置が該呼出信号に自動応答するか、あるいは該呼出信号に応答しな
い、のいずれかの通信処理を実行する制御ステップを有
　

　
ことを特徴とするデータ通信方法。

【請求項５】
　前記ポーリング通信がセレクティブポーリング情報を用いて行なうセレクティブポーリ
ング通信であることを特徴とする請求項 に記載のデータ通信方法。
【請求項６】
　前記Ｖ .２３変調信号により、データ通信装置による所定のデータ通信が指定された場
合、指定されたデータ通信を実行できない場合は１次応答の後送信される呼出信号に応答
せずに終了し、それ以外の場合はデータ通信装置が呼出信号に自動応答し、データ通信を
実行することを特徴とする請求項 に記載のデータ通信方法。
【請求項７】
　電話網における情報通知系サービスを利用するデータ通信装置の制御プログラムを格納
した記憶媒体において、
　情報受信端末起動信号を検出する手順と、
　呼出信号を検出する手順と、
　通信内容を指定するＶ .２３変調信号を受信する手順と、
　情報受信端末起動信号を検出した時、直流ループを形成し、回線に対して１次応答し、
通信内容を指定するＶ .２３変調信号を受信し、直流ループを断とし、受信完了信号を送
出した後、前記Ｖ .２３変調信号による指定に応じて、続く呼出信号を電話機端子へ供給
するか、データ通信装置が該呼出信号に自動応答するか、あるいは該呼出信号に応答しな
い、のいずれかの通信処理を実行する制御手順を格納
　

　
ことを特徴とする記憶媒体。

【請求項８】
　

【請求項９】
　前記Ｖ .２３変調信号により、データ通信装置による所定のデータ通信が指定された場
合、指定されたデータ通信を実行できない場合は１次応答の後送信される呼出信号に応答
せずに終了し、それ以外の場合はデータ通信装置が呼出信号に自動応答し、データ通信を
実行する手順をさらに格納したことを特徴とする請求項 に記載の 。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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し、
前記Ｖ .２３変調信号により、電話機端子に接続された電話機による通話、あるいはデ

ータ通信装置による所定のデータ通信が指定されるとともに、
前記指定される所定のデータ通信が親展通信あるいはダイレクト記録、あるいはポーリ

ング通信のいずれかのファクシミリ通信である

４

４

するとともに、
前記Ｖ .２３変調信号により、電話機端子に接続された電話機による通話、あるいはデ

ータ通信装置による所定のデータ通信が指定されるとともに、
前記指定される所定のデータ通信が親展通信あるいはダイレクト記録、あるいはポーリ

ング通信のいずれかのファクシミリ通信である

前記ポーリング通信がセレクティブポーリング情報を用いて行なうセレクティブポーリ
ング通信であることを特徴とする請求項７に記載の記憶媒体。

７ 記憶媒体



【発明の属する技術分野】
本発明は、データ通信装置、データ通信方法および記憶媒体、特に、電話網における情報
通知系サービスを利用するデータ通信装置、データ通信方法および記憶媒体に関するもの
である。
【０００２】
【従来の技術】
従来のファクシミリ装置として、ダイヤルイン呼出に対応したファクシミリ装置があり、
この種の装置では、一次応答後、ＤＴＭＦ信号を受信し、このＤＴＭＦ信号に基づいて通
話か通信かを判断し、直流ループを断とし、ＤＴＭＦ信号の指定が通信であれば、再び直
流ループを形成し、受信動作へ移行して画像通信を行ない、ＤＴＭＦ信号の指定が通話で
あれば、電話端子に疑似呼出信号を送出し、電話機のオフフックを検出したら、電話回線
を電話端子に接続し、直流ループを形成して通話を行なわせる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来例においては、ＤＴＭＦ信号により通話と判定した場合、電話機
の鳴動は、ファクシミリ装置から送出する疑似呼出信号により行わなければならず、疑似
呼出信号送出手段が必要であり、装置が高価になるという欠点があった。
【０００４】
また、ＤＴＭＦ信号により通信と指定され通信を開始したが、親展受信を指定されたがメ
モリ容量のあきがない、あるいはポーリング指定された情報がないという場合において、
目的の通信は実行されないのに課金されてしまうという欠点があった。
【０００５】
以上の問題はファクシミリ装置に限らず、電話網に接続して通信を行なう種々のデータ通
信装置において共通するものである。
【０００６】
そこで本発明の課題は、データ通信装置において、無駄な課金を防止するとともに、電話
機およびデータ通信装置による通信を簡単安価な構成により切り換えられるようにするこ
とにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記の課題を解決するため、本発明では、情報受信端末起動信号、呼出信号、通信内容
を指定するＶ .２３変調信号を受信し、情報受信端末起動信号を検出した時、直流ループ
を形成し、回線に対して１次応答し、通信内容を指定するＶ .２３変調信号を受信し、直
流ループを断とし、受信完了信号を送出した後、前記Ｖ .２３変調信号による指定に応じ
て、続く呼出信号を電話機端子へ供給するか、データ通信装置が該呼出信号に自動応答す
るか、あるいは該呼出信号に応答しない、のいずれかの通信処理を実行する

構成を採用した。
【００１０】
また、本発明では、前記ポーリング通信がセレクティブポーリング情報を用いて行なうセ
レクティブポーリング通信である構成を採用した。
【００１１】
また、本発明では、前記Ｖ .２３変調信号により、データ通信装置による所定のデータ通
信が指定された場合、指定されたデータ通信を実行できない場合は１次応答の後送信され
る呼出信号に応答せずに終了し、それ以外の場合はデータ通信装置が呼出信号に自動応答
し、データ通信を実行する構成を採用した。
【００１２】
【発明の実施の形態】
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ものとし、そ
の場合、前記Ｖ .２３変調信号により、電話機端子に接続された電話機による通話、ある
いはデータ通信装置による所定のデータ通信が指定されるとともに、前記指定される所定
のデータ通信が親展通信あるいはダイレクト記録、あるいはポーリング通信のいずれかの
ファクシミリ通信である



以下、図面に示す実施形態に基づいて本発明を詳細に説明する。
【００１３】
図１は、本発明を採用したファクシミリ装置の実施形態を示している。
【００１４】
図１において２は、ＮＣＵ（網制御装置）で、電話網をデータ通信等に使用するために、
その回線の端末に接続し、電話交換網の接続制御を行ったり、データ通信路への切り換え
を行ったり、ループの保持を行うものである。また、ＮＣＵ２は制御回路２０からの信号
（信号線２０ａ）が「０」であれば、電話回線２ａを電話端子側に接続し、信号が「１」
であれば、電話回線２ａをファクシミリ通信側（信号線２ｃ）に接続し、信号が「２」で
あれば、電話回線２ａを信号線２ｄに接続するよう動作する。なお、通常状態では、電話
回線２ａは信号線２ｄ側に接続されている。ここで、ハイブリッド回路６、および後述の
呼出信号検出回路２２、ならびに情報受信端末起動信号検出回路２４のＮＣＵ２側のイン
ターフェース回路は、信号線２ｃ側は直流ループを形成し、信号線２ｄ側は直流ループが
断となるように構成される。ＮＣＵ２と電話機４の間の信号線２ｂの直流ループの状態は
電話機のフック状態で決まる。
【００１５】
符号６はハイブリッド回路で、ハイブリッド回路６は送信系の信号と受信系の信号とを分
離し、加算回路１２からの送信信号をＮＣＵ２経由で電話回線２ａに送出し、相手側から
の信号をＮＣＵ２経由で、受取り、信号線６ａ経由で変復調器８に送る。
【００１６】
符号８は変復調器であり、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８、Ｖ．２１、Ｖ．２３、Ｖ．２７ｔｅｒ
、Ｖ．２９、Ｖ．１７、Ｖ．３４に基づいた変調、及び、復調を行う変復調器であり、信
号線２０ｃにより各伝送モードが指定される。符号８は信号線２０ｂに出力されている信
号を入力し、変調データを信号線８ａに出力し、信号線６ａに出力されている受信信号を
入力し、復調データを信号線８ｂに出力する。
【００１７】
符号１０はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８のＡＮＳａｍ信号（トーナル応答信号）を送出する回路
であり、信号線２０ｄに信号レベル「１」の信号が出力されている時には、信号線１０ａ
にＡＮＳａｍ信号を送出し、信号線２０ｄに信号レベル「０」の信号が出力されている時
には、信号線１０ａに何も信号を出力しないように動作する。
【００１８】
符号１２は送信信号の加算回路であり、信号線８ａの情報と信号線１０ａの情報を入力し
、加算した結果を信号線１２ａに出力する。
【００１９】
符号１４は画像データの読取回路であり、原稿搬送系、光学読み取り素子などから成る公
知の構成を有し、読取られた画像データは信号線１４ａに出力される。
【００２０】
符号１６は画像データを記録する記録回路であり、電子写真方式、インクジェット方式な
どの各種の記録方式により構成される。ここでは記録回路１６は、信号線２０ｅに出力さ
れている情報を順次１ライン毎にビットイメージに変換して記録するものとする。
【００２１】
符号１８はメモリ回路であり、ＲＯＭ、ＲＡＭ、あるいはハードディスクなどの任意の記
憶装置から構成され、種々のデータの記憶に用いられる。特に、画像情報の記憶に関して
は、メモリ回路１８は読取り画像データの生情報、あるいは符号化した画像情報を格納し
たり、また、生の受信画像情報、あるいは復号化した画像情報等を格納するために使用さ
れる。このメモリ回路１８は、本発明の記憶媒体に該当する。
【００２２】
符号２２は呼出信号検出回路であり、信号線２ｄに出力されている信号を入力し、１６Ｈ
ｚの起動信号１秒オン、１６Ｈｚの起動信号２秒オフが同期である呼出信号を検出すると
信号線２２ａに信号レベル「１」の信号を出力し、呼出信号を検出していなければ信号線
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２２ａに信号レベル「０」の信号を出力する。
【００２３】
符号２４は、後述の情報通知サービスにおける情報受信端末起動信号を検出する検出回路
であり、１次応答の後、信号線２ｄに出力されている信号を入力し、１６Ｈｚの０．５秒
オン、１６Ｈｚの０．５秒オフの周期を持つ情報受信端末起動信号を検出すると、信号線
２４ａに信号レベル「１」の信号を出力し、情報受信端末起動信号を検出していないと信
号線２４ａに信号レベル「０」の信号を出力する。
【００２４】
符号２６は、操作部であり、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、テンキー、＊・＃キー
、後述のＳＥＰ登録回路２８への登録処理で用いられる登録キー（登録操作方式に応じて
任意）、ポーリング送信データの入力キー、ポーリング送信データの消去キー、セットキ
ー、スタートキー、親展情報出力キー、その他ファンクションキー、あるいは各種の情報
表示に用いられる表示などが設けられる。操作部２６で押下されたキー情報は信号線２６
ａを介して制御回路２０に出力される。
【００２５】
符号２８はメモリボックスに対応したＳＥＰ（セレクティブポーリング）信号を信号線２
８ａを介して登録するＳＥＰ登録回路である。本実施形態のファクシミリ装置は、ＩＴＵ
－Ｔ勧告Ｔ．３０のＳＥＰ（セレクティブポーリング）信号に対応づけられたメモリボッ
クスを登録できるようになっており、所定のＳＥＰ信号を受信するとそのＳＥＰ信号に対
応するメモリボックスに登録された画像情報をポーリング送信する。ＳＥＰ登録回路２８
は、このＳＥＰ信号とメモリボックスの対応づけを行なうためのものである。登録操作は
、操作部２６に設けられた所定の登録キーを用いた所定のユーザインターフェースにより
実行される。なお、本実施形態では、メモリボックスは「００」から「１９」までの２０
個登録できるものとする。
【００２６】
符号３０は親展受信ありを表示する表示回路であり、信号線２０ｆに信号レベル「１」の
信号が出力されていると親展受信ありを表示し信号線２０ｆに信号レベル「０」の信号が
出力されていると親展受信ありを表示しないように動作する。この表示回路３０は、本装
置が親展受信を行なった時にユーザにその旨を報知するために用いられる。
【００２７】
符号２０は、マイクロプロセッサ、メモリなどから構成された制御回路であり、装置全体
の動作を制御する。制御回路２０は、メモリ回路１８のＲＯＭ部（あるいは内部のＲＯＭ
などのメモリ）などに格納された後述のプログラムに基づき装置全体の動作を制御する。
【００２８】
制御回路２０の制御により行なわれる動作は、概略次のようなものである。
【００２９】
電話網における情報通知系サービスとして、実際に課金が発生する呼接続の前に、１次応
答の後、情報受信端末起動信号により端末（ＤＴＥ）を起動し、Ｖ．２３変調信号を用い
て実際にどのような通信を行なうかについて情報を交換した上で通信を行なう技術が提案
されている。
【００３０】
本実施形態のファクシミリ装置はこの情報通知系サービスを利用するもので、情報受信端
末起動信号検出回路２４により情報受信端末起動信号を検出した時、制御回路２０は直流
ループを形成し１次応答し、変復調器８によりＶ．２３変調信号を受信し、直流ループを
断とし、受信完了信号を送出するがＶ．２３変調信号の受信内容により、次の呼出信号を
電話端子ヘ供給するか、ファクシミリ装置が自動応答するか、呼出信号になにも応答しな
いかを決定する。
【００３１】
ここでＶ．２３信号により指定される内容は、通話、通信の指定、通話の場合は親展通信
、あるいはダイレクト記録、あるいはポーリング送信（セレクティブポーリング送信も含
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む）かの指定とする。
【００３２】
そして、Ｖ．２３信号により通話が指定されれば、呼出信号を電話端子へ供給し、通信が
指定されれば、ファクシミリ通信を行なうが、この時、親展受信が指定されて受信用のメ
モリが所定量以下の場合、あるいはポーリング送信が指定されたがポーリング情報がない
、あるいは、ダイレクト記録が指定されたが記録紙がない、など指定された通信が行なえ
ない場合には、呼出信号になにも応答せず、それ以外の通信指定の場合は自動応答しファ
クシミリ通信を実行すべく制御を行なう。
【００３３】
次に図２～図７を参照して、上記構成における動作につき説明する。図２～７は、制御回
路２０が実行する通信制御手順を示したもので、図示の手順は制御回路２０のプログラム
としてメモリ回路１８のＲＯＭ部分などに格納される。図２～７の同一番号の個所はそれ
ぞれの位置で連続しているものとする。
【００３４】
図２において、ステップＳ０は電源投入やリセット操作などに応じて開始される処理の始
めを表わしている。
【００３５】
図２のステップＳ２では、信号線２０ｆに信号レベル「０」の信号を出力し、表示回路３
０の親展受信ありの表示を行なわないように制御する。
【００３６】
ステップＳ４では、信号線２０ａを介してＮＣＵ２に信号「２」を出力し、回線２ａを信
号線２ｄ、すなわち呼出信号検出回路２２、情報受信端末起動信号検出回路２４側に接続
し、回線２ａの直流ループを断とする。
【００３７】
ステップＳ６では、信号線２０ｄに信号レベル「０」の信号を出力し、ＡＮＳａｍ信号送
出回路１０がＡＮＳａｍ信号を送信しないように設定する。
【００３８】
ステップＳ８では、信号線２６ａの情報を入力し、ＳＥＰ登録回路２８への登録が選択さ
れたか否かが判断され、登録が選択されるとステップＳ１０に進み、メモリボックス（０
０から１９）に対応し、操作部２６からの所定の操作に基づきＳＥＰアドレスを回路２８
に登録し、登録が選択されていなければステップＳ１２に進む。
【００３９】
ステップＳ１２では、信号線２４ａの情報を入力し、情報受信端末起動信号検出回路２４
の出力を調べ、情報受信端末起動信号検出回路２４が情報受信端末起動信号を検出したか
否かが判断される。当該信号が回線２ａ～ＮＣＵ２を介して検出されている場合にはステ
ップＳ１６に進む。当該信号が検出されていない場合にはステップＳ１４に進み、その他
の処理（公知のファクシミリ装置の処理）を実行した後、図３のステップＳ１８に進む。
【００４０】
一方、情報受信端末起動信号が検出されている場合、ステップＳ１６において、信号線２
０ａを介してＮＣＵ２に信号「１」を出力し、回線２ａを信号線２ｃ、すなわちハイブリ
ッド回路６側に接続し、直流ループを形成し、１次応答する。
【００４１】
図３のステップＳ１８～ステップＳ２４では、メモリボックスのポーリング登録、ないし
ポーリングデータの消去処理を行なう。
【００４２】
まず、ステップＳ１８では信号線２６ａを介して操作部２６の操作情報を入力し、いずれ
かのメモリボックスに対してポーリング送信データのメモリへの記憶が選択されたか否か
が判断され、選択されるとステップＳ２０に進み、指定されたメモリボックスに対応する
画像データ記憶領域（メモリ回路１８内に設けられる）にポーリング送信データをメモリ
に記憶し、選択されていなければステップＳ２２に進む。
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【００４３】
ステップＳ２２では、信号線２６ａの情報を介して操作部２６の操作情報を入力し、メモ
リボックスに対応しメモリに記憶されているポーリング送信データの消去が選択されたか
否かが判断され、選択されるとステップＳ２４に進みメモリボックスに対応し、記憶され
ているポーリング送信データをメモリボックスに対応した記憶領域から消去し、ポーリン
グ送信データの消去が選択されていなければステップＳ２６に進む。
【００４４】
ステップＳ２６～Ｓ３２では親展通信に関する処理を行なう。
【００４５】
まず、ステップＳ２６では、信号線２６ａの情報を入力し、（既に受信されている）親展
受信情報の出力が選択されたか否かが判断され、選択されるとステップＳ２８に進み、選
択されていなければステップＳ３２に進む。
【００４６】
ステップＳ２８では、親展受信の出力に必要なパスワードが入力されたか否かが判断され
、パスワードが入力されるとステップＳ３０に進み既に親展受信され、メモリに格納済み
の情報の中から指定された情報を記録回路１４により記録し、パスワードの入力が無けれ
ばステップＳ３２に進む。親展受信の出力が終了すると受信情報はメモリから消去される
。
【００４７】
ステップＳ３２では、（別の）親展受信情報がまだメモリに格納されているか否かが判断
され、格納されていると図２のステップＳ４に進み、格納されていないとステップＳ２に
進む。つまり、後述の親展受信により点灯された表示回路３０の親展受信表示が、親展受
信情報の有無に応じて更新される。
【００４８】
さて、図４のステップＳ３４以降は、図２のステップＳ１６に続いて行なわれる通信処理
の続きである。
【００４９】
ステップＳ３４ではＶ．２３信号の受信を行ない、続いてステップＳ３６では、受信した
Ｖ．２３信号の指定が通話の指定であるかが判断され、通話の指定であるとステップＳ３
８に進み、ファクシミリ通信の指定であれば図５のステップＳ５２に進む。Ｖ．２３信号
の解析は変復調器８の出力を調べることにより行なう。
【００５０】
通話の場合、まずステップＳ３８において信号線２０ａに信号「２」を出力し、信号線２
ａを信号線２ｄに接続し、直流ループを断として受信完了信号を送出する。
【００５１】
ステップＳ４０では１００ｍｓのウェイト（待ち時間）を置く。そしてステップＳ３２で
は信号線２０ａに信号「０」を出力し、回線２ａを信号線２ｂ、すなわち電話機４側に接
続し、呼出信号を電話機に出力すべく設定する。
【００５２】
ステップＳ４４では、呼出信号検出回路２２により呼出信号を検出したか否かが判断され
、呼出信号を検出した場合にはステップＳ４６に進み、呼出信号を検出していなければ図
２のステップＳ４に進む。
【００５３】
ステップＳ４６では、電話機４がオフフックされたか否かが判断され、電話機４がオフフ
ックされると、電話機４により直流ループが形成され、これにより２次応答となり、ステ
ップＳ４８に進み、電話機４で通話を行なわせる。ステップＳ４６で電話機４がオフフッ
クされていなければステップＳ４４に進み、呼出信号による電話機４の鳴動を続行させる
。
【００５４】
ステップＳ５０では、電話機４のオンフックを待ち、電話機４がオンフックされると図２
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のステップＳ４に戻り、オンフックされていなければステップＳ４８の通話を続行する。
【００５５】
一方、ステップＳ３６において通信が指定されていると図５のステップＳ５２において、
Ｖ．２３信号により親展通信（受信）が指定されたか否かが判断される。親展通信が指定
されるとステップＳ５４に進み、親展通信が指定されていなければ図６のステップＳ７４
に進む。
【００５６】
ステップＳ５４では、画像受信を行なうための画像メモリ（メモリ回路１８内にあらかじ
め割り当てられている）の残量が０．５Ｍ（メガ）バイト以上あるか否かが判断され、画
像メモリ残量が０．５Ｍバイト以上あるとステップＳ５８に進み、０．５Ｍバイト未満の
場合にはステップＳ５６に進む。なお、この画像メモリ残量のしきい値は、数頁～数１０
頁分の画像を記憶できる任意の値で良い。
【００５７】
画像メモリ残量が０．５Ｍバイト未満の場合には、親展受信を行なうことができないので
、ステップＳ５６では、表示回路３０（あるいは操作部２６の表示器など）を用いて親展
受信が指定されたがメモリに空きがなく通信断とした旨を表示する。この表示は、なんら
かのキー操作により消去するものとする。
【００５８】
一方、画像メモリ残量が充分（０．５Ｍバイト）ある場合には、ステップＳ５８において
、信号線２０ａに信号「２」を出力し、信号線２ａを信号線２ｄに接続し、直流ループを
断として受信完了信号を送出する。
【００５９】
ステップＳ６０では３００ｍｓウェイトし、続いてステップＳ６２では、信号線２２ａの
情報を入力し、呼出信号を検出したか否かが判断され、検出するとステップＳ６４に進む
。
【００６０】
ステップＳ６４では、信号線２０ａに信号「１」を出力し、信号線２ａを信号線２ｃに接
続し、直流ループを形成し２次応答する。
【００６１】
ステップＳ６６では通信前手順を、図６のステップＳ６８では画信号の親展メモリ受信を
、またステップＳ７０では後手順をそれぞれ実行する。ステップＳ７２では、信号線２０
ｆに信号レベル「１」の信号を出力し、親展受信ありを表示回路３０に表示する。
【００６２】
このようにして、親展受信画像がメモリ回路１８の画像メモリに記憶される。親展受信画
像の記録出力、および関連した表示器３０の制御は前述した手順により行なうことができ
る。メモリ残量が充分でない場合には回線を接続することなく通信が終了される。
【００６３】
一方、図５のステップＳ５２で親展受信でない場合にはステップＳ７４以降の処理を行な
う。まずステップＳ７４では、Ｖ．２３信号により、ダイレクト受信（受信した画像を記
録出力する処理）が指定されたか否かが判断され、指定されるとステップＳ７６に進み、
ダイレクト受信が指定されないとステップＳ８６に進む。
【００６４】
ステップＳ７６では、記録回路１６に充分記録紙があるか否かが判断され、記録紙がある
とステップＳ８０に進み、記録回路１６に記録紙が充分無い場合にはステップＳ７８に進
む。
【００６５】
ステップＳ７８では、操作部２６の表示器（あるいは表示回路３０）でダイレクト記録が
指定されたが、記録紙がなく通信断とした旨を表示する。この表示はなんらかのキー操作
に応答して消去する。
【００６６】
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ステップＳ８０は図５のステップＳ５８からステップＳ６６、すなわち、直流ループ断、
ウェイト、呼出信号検出に基く直流ループ形成、およびファクシミリ通信前手順を行なう
ことを示している。
【００６７】
ステップＳ８２では、画信号の受信／記録を、ステップＳ８４では後手順を行なう。
【００６８】
このようにして、ダイレクト受信が指定された場合には、記録紙が充分ある場合は記録を
行ない、記録紙が充分無い場合は回線を接続することなく通信が終了される。
【００６９】
図７のステップＳ８６ではＶ．２３信号によりポーリング送信が指定されたか否かが判断
され、指定されるとステップＳ８８に進み、ポーリングが指定されていない場合にはステ
ップＳ４に進む。
【００７０】
ステップＳ８８では、ＳＥＰ信号により指定されたメモリボックスの中にポーリング送信
情報が既に登録されているか否かが判断され、メモリボックスの中にポーリング送信情報
が登録されている場合にはステップＳ９２に進み、ポーリング送信情報が登録されていな
い場合にはステップＳ９０に進む。
【００７１】
ステップＳ９０では、ＳＥＰ信号により指定されたポーリング送信が指定されたが、この
ＳＥＰに対応したメモリボックスに送信情報がなく、通信断とした旨を操作部２６の表示
器（あるいは表示回路３０）で表示する。この表示はなんらかのキー操作に応答して消去
する。
【００７２】
ステップＳ９２はステップＳ５８からステップＳ６６、すなわち、直流ループ断、ウェイ
ト、呼出信号検出に基く直流ループ形成、およびファクシミリ通信前手順を行なうことを
示している。
【００７３】
ステップＳ９４では、ＳＥＰ信号により指定されたメモリボックスに格納されている情報
をポーリング送信し、ステップＳ９６では通信後手順を実行する。
【００７４】
このようにして、ＳＥＰ信号により指定されたポーリング送信が行なわれるが、ポーリン
グ送信すべき情報がメモリボックスに登録されていない場合には回線を接続することなく
通信が終了される。
【００７５】
以上のようにして、本実施形態によれば、情報受信端末起動信号を検出し、その後Ｖ .２
３変調信号の指定に基づき、直流ループを断とし、受信完了信号を送出するが、Ｖ .２３
変調信号の受信内容により、次の呼出信号を電話端子へ供給するか、ファクシミリ装置が
自動応答するか、あるいは呼出信号になにも応答しないかを決定するようにしているため
、電話機を呼び出すための疑似呼出信号の送出手段が不要となり、装置を簡単安価に構成
できる。
【００７６】
特に、Ｖ .２３変調信号により電話機による通話が指定された場合は、交換機から送出さ
れる呼出信号で電話機を呼び出せ、ファクシミリ装置には疑似呼出信号の送出手段が不要
になり、低コスト化が可能となる。
【００７７】
さらに、親展受信するための画像メモリ残量がない、ダイレクト受信のための記録紙が充
分ない、あるいは、ポーリング送信する情報がない場合など、呼接続を行なっても意味が
ないケースでは発呼端末と接続しないので、無駄な課金を防止できる。
【００７８】
以上ではファクシミリ装置の構成を例示したが、通信装置側で実行するデータ通信の種類
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がファクシミリ通信に限定されないのはもちろんである。
【００７９】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、本発明によれば、情報受信端末起動信号、呼出信号、通
信内容を指定するＶ .２３変調信号を受信し、情報受信端末起動信号を検出した時、直流
ループを形成し、回線に対して１次応答し、Ｖ .２３変調信号を受信し、直流ループを断
とし、受信完了信号を送出した後、Ｖ .２３変調信号による指定に応じて、続く呼出信号
を電話機端子へ供給するか、データ通信装置が該呼出信号に自動応答するか、あるいは該
呼出信号に応答しない、のいずれかの通信処理を実行する構成を採用しているので、Ｖ .
２３変調信号による指定に応じて、指定された通信を実行でき、その場合、電話機を呼び
出すための疑似呼出信号の送出手段が不要となり、装置を簡単安価に構成できる。また、
ファクシミリ装置の場合は、親展通信あるいはダイレクト記録、あるいはポーリング通信
（含セレクティブポーリング）などの種々のファクシミリ通信をＶ .２３変調信号によっ
て指定することができる。また、Ｖ .２３変調信号により、データ通信装置による所定の
データ通信が指定された場合、指定されたデータ通信を実行できない場合は１次応答の後
送信される呼出信号に応答せずに終了し、それ以外の場合はデータ通信装置が呼出信号に
自動応答し、データ通信を実行することにより、呼接続を行なっても意味がないケースで
は発呼端末と接続しないので、無駄な課金を防止できる、などの優れた効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明を採用したファクシミリ装置の構成を示したブロック図である。
【図２】図１の制御回路の通信制御を示したフローチャート図である。
【図３】図１の制御回路の通信制御を示したフローチャート図である。
【図４】図１の制御回路の通信制御を示したフローチャート図である。
【図５】図１の制御回路の通信制御を示したフローチャート図である。
【図６】図１の制御回路の通信制御を示したフローチャート図である。
【図７】図１の制御回路の通信制御を示したフローチャート図である。
【符号の説明】
２　ＮＣＵ
４　電話機
６　ハイブリッド回路
８　変復調器
１０　ＡＮＳａｍ送出回路
１２　加算回路
１４　読取回路
１６　記録回路
１８　メモリ回路
２０　制御回路
２２　呼出信号検出回路
２４　情報受信端末起動信号検出回路
２６　操作部
２８　メモリボックスに対応しＳＥＰ登録回路
３０　親展受信あり表示回路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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